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帰国研修員便り 

【帰国研修員の活動状況】 

２０１６年１１月３０日 

（公財）北九州国際技術協力協会 研修部 

【ＫＩＴＡ研修ブランド】◆現地ニーズの総合的把握  ◆ソリューションの提供  ◆Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係構築 

 

１）コースリーダー ： 川口 健二   

２）現地活動報告  ： Mr. RAHMAN Mohammsd Bazlur 

（ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ帰国研修員）                   

帰国研修員バズルールさん（バングラディッシュ）から近況報告が届きました。 
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今回ご紹介する帰国研修員便りは、研修コース：「省エネルギー政策立案（Ｃ）」に参加され 

たウンさんの帰国後の活動状況です。技術研修コースを担当された川口コースリーダーから

バズルールさんの活動についてご紹介して頂きました。                                

  

１．今回レポートされた帰国研修員の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名前 

（通称） 
写真 氏名 国名 受入れ研修期間 

バズルール 

さん 

 

Mr. RAHMAN Mohammsd 

Bazlur 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨ

ｼｭ 

2014/07/ 02 ～ 

  2014/08/02 

【研修コース閉講式の記念写真】 

JICA/KITA 技術研修に参加したバズルールさん（ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ帰国研修員） 

から現地活動状況の便りが届きました 

閉講式で川口コースリーダーと研修員が記念撮影 

 ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ 

バズルールさんからの便り 

 

バズルールさん 

川口ＣＬ 
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２．川口 コースリーダーからメッセージ 

 

2 年ぶりに見たバズルールさんの写真は、研修期間中の「優しい笑顔の穏やか

な大人」という印象とはあまりにも違っていましたが、添付のレポートの内容は

紛れもなく「ＳＲＥＤＡ（持続可能・再生可能エネルギー開発機関）」の安定的

な発足に全力を注いでいる」と言っていたバズルールさんのものでした。2 年

の月日が人の風貌をこれほどに替えたのかと少し驚きました。 

彼の最大の関心事であった「エネルギー診断の仕組みづくりと人材育成」は、人事異動のため

仕上げを後任者に委ねたようですが、そのベースづくりには研修で学んだ「省エネ推進のための

法的枠組み」や「エネルギー管理基準やエネルギー診断」等に関する情報が活かされたものと思

っています。 

バングラディシュの風力資源査定プロジェクトの状況は翌年（2015 年）の同国の研修員から

詳しく話を聞きましたが、その時はまさかバズルールさんがその中心として活躍しているとは

想像しませんでした。  

今後の更なる活躍を期待しています。 

 

 

 

３．バズルールさんからの便り 

 

 

 

 

 

 

①研修員名:  モハマド バズル ラーマン 

②国名:    バングラディシュ 

③研修コース: 省エネルギー政策立案（Ｃ） 

 

 

 

活動近況報告 
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【活動内容】 

エネルギー監査システム導入およびエネルギー監査員認定メカニズムの開発 

 

省エネルギー政策立案（Ｃ）コースでの私のアクションプランのタイトルは“バングラ

デシュでのエネルギー監査システムの導入とエネルギー監査員認定メカニズムの開発”

でした。 

 

 

 

 

課題(1) 持続可能な再生可能エネルギー開発庁（SREDA）の運用 

課題(2) エネルギー監査員のためのコースカリキュラムの準備と認定メカニズムの開発 

課題(3) 設備への省エネラベル貼付プログラムの導入とその監視方法 

 

研修期間中、私は電力・エネルギー・鉱物資源省電力局における持続可能な再生可能エ

ネルギー開発庁（SREDA）準備チームの副部長でした。私の主要職務の一つは持続可能な再

生可能エネルギー開発庁（SREDA)という新しい組織の設立とその運用でした。 

しかし、2015年 4月 6日にバングラデシュ政府の次官補に昇進いたしまして、それ以後

は米国国際開発庁（USAID）が資金援助する“風力資源マップ作製のための技術支援プロジ

ェクト”のプロジェクトディレクターとして全責任を負っています。 

SREDA 運用のための組織構造は私の在任期間中に作成され、所轄官庁から承認されまし

た。職員の採用と任用も行われ、期待通り円滑に機能し始めていて、必要な規則や規定も

整いました。この部署に在職中、SREDAの設立と運用のために最大の努力をいたしました。  

エネルギーの効率と保全のためのマスタープランは JICA の協力を得て整備され、このマ

スタープランの下で SREDAは現在、エネルギー監査や設備の省エネラベル導入に努めてい

ます。 

 

 

 

 

 

私は現在、バングラデシュの電力・エネルギー・鉱物資源省電力局の下で“風力資源マッ

プ作製のための技術支援プロジェクト”のプロジェクトディレクターとして働いています。

Ⅰ．政策を立てるための課題 

Ⅱ．現在の私の活動 
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このプロジェクトで、バングラデシュの風力資源が査定されます。 

私達はすでに 9つの監視ステーションを設置していて、少なくとも 2年間これらのステー

ションからデータを集めます。その後、風力エネルギーのための風況マップを作製する予

定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックしてレポートを 

ご一読下さい。（英語版） 

風況監視ステーションの建設監督 

 

風況監視現場の区画分け 

 

http://www.kita.or.jp/doc/report/report_20161130_a.pdf
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４．JICA 受入研修期間中の写真集 

 
以上 

ＪＩＣＡ／ＫＩＴＡ研修コースの写真集   （２０１4 年７月～８月） 

  

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修訪問先での研修員皆さん 

国土交通省での研修を終えて 大木町「くるるん」での研修風景 

エコタウン「OAリサイクル工場」での研修風景 北九州市の環境マスコット「テイタン」と一緒に 


